
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○

15

・意欲的、主体的に制作に取り組めていた
か。
・制作にあたってのテーマ設定や下絵がしっ
かりとできているか。
・作品は試行錯誤しながら、より高い完成度
を目指して描き込まれているか。
・配当時間なりの完成度に仕上げることがで
きているか。
・制作後の振り返りレポートについて、自分
の作品についてよく分析した上で、記入でき
ているか。

合
計

35

２
学
期

３
学
期

B 単元　ヒノキ材によるスプーン制
作

【知識及び技能】
・道具を安全に適切に扱い、木の材
料としての魅力を発見する。

【思考力、判断力、表現力等】
・用途や、形の美しさを考えて制作
する。

【学びに向かう力、人間性等】
・より良い作品を目指し主体的に制
作に取り組む。
・事後レポートにこの単元の学びに
ついてまとめる。

・指導事項
　道具を安全に適切に扱い、木の
材料としての魅力を発見する。ま
た、用途や形の美しさを考え完成
度の高い仕上がりを目指して制作
する。

・教材
　教科書、課題説明プリント、下
絵制作用シート、事後レポート等

C 単元　自由画制作

【知識及び技能】
・自分の選んだ画材の特徴を生かし
て、それぞれの主題を絵画作品とし
て表現する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自ら選んだテーマが、どのような
モチーフで、そのように描き表せば
効果的に表現できるのか深く考え、
試行錯誤しながら制作に取り組む。

【学びに向かう力、人間性等】
・より完成度の高い作品となるよう
に限られた時間の中で、主体的に制
作に取り組む。
・事後レポートにこの単元の学びに
ついてまとめる。

・指導事項
　B3画用紙ボートに自由に描くた
め、まずは自分自身の内面をみつ
め、２年間の美術の集大成として
何を表現したいのかについて深く
掘り下げて考えさせる。その上
で、テーマを決定し描く内容に
あった画材を用いて制作していく
よう指導する。

・教材
　教科書、自分で用意したモチー
フや写真資料、参考作品、事後レ
ポート等

１
学
期

○

○ 〇 〇 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

芸術

・意欲的、主体的に制作に取り組めていた
か。
・様々な道具を安全にかつ適切に使用できて
いるか。
・下絵の段階でも、用途や形の美しさをよく
考えられた、丁寧な作品となっているか。
・作品は使いやすく、かつ美しさも兼ね備え
た仕上がりとなっているか。
・配当時間なりの完成度に仕上げることがで
きているか。
・制作後の振り返りレポートについて、自分
の作品についてよく分析した上で、記入でき
ているか。

○ ○ ○

○

1

【学びに向かう力、人間性等】

知

・意欲的、主体的に制作に取り組めていた
か。
・３種類の基礎形態が適切な鉛筆の使用に
よって、立体的に表現できているか。
・基礎形態のデッサンで学んだ描き方を応用
して、静物モチーフを写実的、立体的に表現
できているか。
・配当時間なりの完成度に仕上げることがで
きているか。
・制作後の振り返りレポートについて、自分
の作品についてよく分析した上で、記入でき
ているか。

○

○ ○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性と美意識を高め、美術文化に親しみ、
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

配
当
時
数

A 単元　静物デッサン
【知識及び技能】
・基礎形態の捉え方を学び、立体的
に表現する方法を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
・基礎形態デッサンの模写の学びを
生かして実際のモチーフを立体的に
描写する技術を身に着ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・事後レポートにこの単元の学びに
ついてまとめる。

・指導事項
　鉛筆の削り方や、鉛筆の使用方
法、また形の捉え方をデッサンの
模写を通して指導する。また、
デッサン模写で学んだ形態の捉え
方を応用し、実際の静物モチーフ
を立体的に描写する力を身に着け
させる。
・教材
　教科書、基礎形態デッサン見本
プリント、静物モチーフ、事後レ
ポート等

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むととともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅱ

思

5

15

態

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、個性豊かで創造的に表すことができ
るようにする。

○ ○

東大和南

伊藤和美

芸術 美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

美術Ⅱ

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し
個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観
を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

高校生の美術２＜日本文教出版＞

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。


